２０１３国民春闘勝利！自治労北海道本部春闘討論集会

当面する闘争方針（案）
１．賃金・労働条件を改善するたたかい 
（１）若干の情勢と経過
2012確定闘争は、政府が進める退職手当の削減をはじめ、人事院は賃金・一時金ともに改定なしと勧告した一方で、55歳を超える職員の昇給・昇格を実質凍結するなど、世代間の分断が懸念される厳しい状況下でのたたかいとなりました。そのようななか政府は、国家公務員の臨時特例法による平均7.8％の削減を踏まえ、また、公務員連絡会によるこれまでの粘り強い交渉の結果、2012人事院勧告については、今年度の実施を見送る方針を示しました。

こうした情勢も踏まえ、55歳超えの昇給・昇格制度の改定を交渉によって見送った単組総支部も数多くあります。私たちは、こうした単組のたたかいに学びあいながら、あらためて『賃金・労働条件は労使の力関係で決まる』ということを確認していかなくてはなりません。

道本部青年部では、この間の交流集会運動や大衆行動などを通じた職場実態討論で明らかとなった仲間の声・職場の事実と向き合い、『自分たちの問題は自分たちで解決していく』という決意のもとで青年の主体的な行動を展開していくため、「道本部青年部統一要求書行動」を展開してきました。また、「時間外実態点検表」などの取り組みもきかっけとしながら、青年部での学習会や実態討論、要求書の提出・交渉、基本組織の交渉への参加などを行ってきた単組もあります。しかし、2012確定闘争の総括では「地本や単組の定期大会の準備で追われた」「基本組織任せになっている」といった声も出されていますし、道本部や地方本部の提起も意義や目的の議論が不足し、『手法』であるはずの取り組みも、取り組むことが『目的』となってしまった状況も出されています。また、「職場では目の前の仕事に流される」「周りから浮きたくない」など、なかなか職場で運動しきれない状況も明らかになっています。
青年部の各種集会や取り組みを通じて、「予算の枠がありサービス超勤となっている」「上司が付けないから自分も付けにくい」「休んでも自分の仕事が溜まるだけ」「担当者しかわからない業務が増えている」「独自削減で仕事の意欲も低下」など、様々な不満や不安、憤りの声が出されています。

青年部運動は、こうした率直な思い・職場の事実を仲間と話し合うことからスタートします。　

この間、多くの青年が仲間との討論・学習を通じて、「おかしい」という『気づき』を得ていますし、問題の解決にむけて仲間と一緒にがんばろうという『決意』を固めています。

あらためて、こうした運動の成果に学びあい、仲間との学習・討論を積み上げ、仲間の声に依拠した『ゆずれない要求』を確立するとともに、「独自要求闘争」をはじめ、青年の主体的な行動によって問題を解決していくという、『運動の原点』に立ち返ることが必要です。

2012年12月の衆議院選挙により、自・公に政権を奪われることとなったため、今後は、国公の平均7.8％削減の地方波及、地方財政の締め付けや道州制をはじめとした行革合理化など、様々な攻撃が強められてくることが懸念されますし、今まで以上に各単組での労使交渉、産別自治労としての統一闘争が重要となってきます。
こうした情勢も踏まえ、安心して働き続けられる職場・地域をつくっていくためにも、再度、仲間の声・職場の事実と向き合い、学習・討論を積み重ねることから青年の『ゆずれない要求』を確立していかなくてはなりません。そして、青年の主体的な行動、すべての青年が参加する大衆的な行動を追求し、『要求の実現』と『組織強化』を勝ち取っていきましょう！
（２）20１3「自治労北海道青年部統一要求書」行動について

　　仲間の声にこだわり、仲間との学習と討論から青年の『ゆずれない要求』を確立し、自らの問題を自らが解決していくため、「自治労北海道青年部統一要求書行動」を取り組みます。
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①具体的な取り組み

Ａ．単組・総支部の取り組み

・当面闘について議論し、情勢認識を一致させ、目的や意義を確認します。

・生活職場実態点検手帳や職場レポートを活用した実態討論から、要求書を作成します。

・基本組織に青年部で議論した意見、要求を反映していきます。
また、基本組織との連携を密にし、基本組織の交渉に青年部役員も参加していきます。
・青年部独自で要求書を提出し、当局からの文書回答を求めます。

・青年部独自での交渉を行います。
（３）『時間外実態点検表』の取組みについて

　　この間、交流集会運動などの職場実態討論を通じて、多くの仲間から時間外に対する不満

や憤りの声がだされてきたことから、2012確定期において「時間外実態点検表」に取り組

んできました。

　取り組んだ単組・総支部では、「今まで知らなかった仲間の実態を知ることができた」「本

当に困っている仲間の実態を知り、青年部として声を上げていく必要性を感じた」といった

気づきや決意に繋がってきました。こうした仲間の声や思いを次の行動に繋げていくため、

2013春闘期においても引き続き「時間外実態点検表」に取組み、青年の「ゆずれない要求」

を積み上げ、単組・総支部での「独自要求闘争」に繋げていきます。

　なお、取組期間は、２月１日からの１ヶ月間を基本とします。
（４）『団結デスクマット』行動について

「ゆずれない要求」を勝ち取るためには、「1人の100歩より100人の1歩」と言われるように「役員任せ・基本組織任せ」にすることなく、組織全体でたたかっていくことが重要です。あらためて、一人ひとりが春闘をたたかう決意をかため、大衆的な運動を再構築していくため、2012確定期に引き続き『団結デスクマット』行動を展開します。各単組総支部で、別添の見本を参考に作製し、青年部員のみならず基本組織とも連携し、単組総支部全体で『団結デスクマット』行動を展開していきましょう。

　　取り組みが困難な職場などは、意義や目的を踏まえ、どういう取り組みなら実践できるの

か、みんなで知恵を出し合いながら、大衆行動を展開していきましょう。
（５）賃金学習の強化について
　　賃金闘争を強化するためにも、実態討論のみだけでなく「学習の強化」から『賃金は労働力の再生産費』『労使の力関係で決まる』ということを全体で確認していくことが重要です。

全単組総支部で、学習会を開催し『春闘リーフ』『目からウロコの賃金論』の読み合わせを行います。

（６）行動日程について

　「統一要求書行動」「団結デスクマット」は、基本組織の闘争日程と連動させながら進めましょう。各単組・総支部で基本組織の闘争日程を確認し、連携を密にしていきましょう。

　【基本組織の闘争日程】

　・２月１８日～　２５日　　　要求書提出（集中提出日　２月25日）

　　・２月１８日～　３月末　　　組合旗掲揚

　　・３月　６日　　　　　　　　回答指定日

　　・３月　７日～　１４日　　　重点交渉期間

　　・３月１２日～　１５日　　　腕章着用

　　・３月１５日　　　　　　　　山場（２９分時間内くい込み集会、超勤拒否、出張拒否）

２．交流集会運動の強化に向けて
（１）若干の情勢と経過
青年部では、職場反合理化闘争の集約点として、交流集会運動を取り組んできました。

昨年は、第18回自治労青年女性中央大交流集会、第13回地方協別交流集会に最大限結集し、集会での学習交流、事前事後の取り組みによって、多くの仲間から、運動づくり、仲間づくりをがんばろうという決意が出されてきました。

交流集会運動は、「集会の参加者だけ、集会当日だけ」で終わらせずに、大衆的・日常的な職場実態討論、労働者のモノの見方・考え方を養う学習の強化などにより、生命と権利を奪う合理化攻撃に抵抗していける『力と仲間』をすべての職場からつくることが重要です。

まずは、交流集会運動の意義を確認するとともに、12確定闘争・１3春闘の総括、成果や課題を、第30回自治労北海道青年部夏期交流集会につなげていくことが必要です。全道の仲間との学習交流を深めることから、産別自治労の強化、職場からの運動強化をめざしていきましょう。

（２）具体的な取り組み

　①第30回自治労北海道青年部夏期交流集会の成功に向け、交流集会運動の意義・目的を全体で確認していきます。そのためにも、道本部・地方本部は単組・総支部オルグを強化し、全体での運動を追求していきます。

②「職場レポート」「参加者アンケート」は、集会参加者だけではなく全部員で取り組み、生活・職場の実態、仲間の声に依拠した「ゆずれない要求」を確立し、職場からの運動づくり・仲間づくりを追求します。

③夏期交流集会のメインでもある「職種別分散会」での議論の深化をはかるため、2013年3月16日～17日に、自治労会館において「座長養成講座」を開催します。
　各単組・総支部からの最大限の結集を追求します。
　≪第30回自治労北海道青年部夏期交流集会≫

　　・日　　時　　　８月３１日（金）～９月１日（日）

　　・場　　所　　　美瑛町　国立大雪青年少年交流の家

　　・集会規模　　　５００人

　　・参加対象　　　自治体・自治体関連職場に働く青年女性労働者

　　　　　　　　（臨時・非常勤等職員、消防職員、公共民間、組合書記、未加盟単組を含む）

３．政治闘争の強化に向けて
（１）若干の情勢と経過　　

　　2012年12月16日に行われた衆議院選挙では、自民、公明両党が大きく議席を伸ばし、民主党の歴史的な惨敗という私たちにとって非常に厳しい結果となりました。安倍自公連立政権の下では、経済が優先され、働くものを犠牲とする政策が押し進められ、「生活保護削減など社会保障給付抑制」「原発ゼロ方針の見直し」「憲法改悪」などが強行されることも懸念されます。
しかし、ここであきらめてしまえば、私たちの賃金・労働条件を守れないばかりか、地域住民の安心・安全を守ることもできません。今こそ、仲間との率直な実態討論と学習活動の強化から、資本・政府が生み出す体制的合理化や矛盾をあきらかにし、政治闘争の必要性を再確認していくことが重要です。

　　「政治に無関心でいても無関係ではいられない」ことをふまえ、2013年７月に予定されている第23回参議院議員選挙での「あいはらくみこ」再選をはじめ、道本部推薦候補の必勝にむけて、青年の主体的な行動を職場・地域から展開していきましょう。
（２）具体的な取り組み
　①「政治に無関心でいても無関係ではいられない」ことを踏まえ、各地方本部・単組総支部段階で政治学習会を開催し、あらためて政治闘争の必要性を確認していきます。
　②「あいはらくみこ」再選をはじめ、道本部推薦候補の必勝にむけて、各地方本部で開催する「春闘討論集会」のなかで『檄布行動』に取り組み、私たちの率直な声を政治の場に届けていきます。
２０１３年　　月　　日

０００（市町村）

（市町村）長　０００００　　　　様

　　　　　　　　　　　　　０００００市町村職労働組合
青年（女性・婦人）部長　　　　

青年労働者の賃金・労働条件改善を求める要求書

　私たちは、それぞれの職場で、住民の生活に欠くことのできない業務に従事し、円滑な行政を推進するために日夜努力しています。

　しかし、これまでの度重なる賃金合理化攻撃により、私たちの生活実態は大変厳しい状況におかれ、特に家庭を持つ青年からは切実な声が多く出されています。また、業務量の増大と時間外労働の慢性化、退職不補充など、厳しい職場環境のなか、健康が破壊され、若年者の長期療養・退職が増加している状況にあります。

　以下に示した要求項目は、行政の最前線で働く青年労働者が意欲をもって働ける職場にするため、また、私たちの生活や権利を守るため、青年労働者として譲ることのできない切実な要求であり、これら生活・職場実態に基づく要求の実現を強く求めます。

　なお、回答は　　月　　日までに文章で回答されるよう求めます。

【　統一要求事項　】

１　初任給の引き上げ、昇格・昇給基準の改善などにより、青年層の賃金水準を改善すること

２　職場環境の改善と将来にわたって行政サービスに責任を持つため、計画・継続的な新規採　　用を行うこと。また、しっかりと職場実態を把握し適正な人員配置に努めること。

３　時間外勤務の縮減に努めるとともに、時間外手当は必要な予算を確保し完全支給すること。

４　臨時・非常勤等職員の賃金・労働条件を改善すること。
【　独自要求事項　】

　１．
檄布行動　取組例

１．目的

「あいはらくみこ」再選をはじめ、道本部推薦候補の必勝にむけて、各地方本部で開催する「春闘討論集会」のなかで『檄布行動』に取り組み、私たちの率直な声を政治の場に届けていきます。
２．『檄布』の送付先

・自治労北海道本部　青年部　牧野　あて
　住所　札幌市北区北６条西７丁目　北海道自治労会館　２階

　電話　０１１－７４７－３２１１

３．取組期限
・３月31日（日）　道本部必着

　４．『怒布』作成イメージ







※　単組名や氏名の記載は自由です。
※　コメントは縦書き・横書きどちらでも構いません。

※　布のサイズや枚数は特段定めませんが、地本春闘討論集会等の参加者数なども考慮してご用意ください。
５．記載例文
　　・自治体労働者の生活・職場改善のため、国会に私たちの声を届けてください！
　　・非正規労働者の処遇改善に向けて、ともに頑張りましょう！
　　・労働者を大事にする政治の実現に向けて、次回選挙でも頑張ってください！
　　・あいくみさんの力で、北海道を元気にしてください！
【要求項目】


◆統一要求事項


　①　初任給の引き上げ、昇格・昇給基準の改善などにより、青年層の賃金水準を改善すること。


②　職場環境の改善と将来にわたって行政サービスに責任を持つため、計画・継続的な新規採用を行うこと。また、しっかりと職場実態を把握し適正な人員配置に努めること。


③　時間外勤務の縮減に努めるとともに、時間外手当は必要な予算を確保し完全支給すること。


④　臨時・非常勤等職員の賃金・労働条件を改善すること。


　


◆独自要求事項


　　※　各単組・総支部での独自要求項目とします。
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・・・・・・・・・・・





・・・・・・・・・・・





あいくみさんの力で、北海道を元気にしてください！


全道庁労連　加賀





自治体労働者の生活・職場改善のため、国会に私たちの声を届けてください！


　　　　　　　　日高町職　瀧口





非正規労働者の処遇改善に向けて、ともに頑張りましょう！


　　　　　　富良野市労連　渡邊
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・・・・・・・・・・・








